
ゲスト
　第2530地区福島しんたつロータリークラブ

会長　西　川　博　美 様

所に箱がありますので、各自 1個お持ち帰り下さい。
・次回の例会は休日例会となっております。次の例会
は 11 月 30 日㈬ 18 時半クラブ総会となっておりま
すので、お昼に来ても誰もいませんので宜しくお願
いします。
・本日例会終了後に臨時理事会を開催します。
◎各委員会報告
◇出席委員会－押田小委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。
◇スマイルボックス委員会－富岡小委員長
・福島しんたつロータリークラブ会長西川博美様の
卓話を歓迎して。生駒、富岡、髙萩、渡邉（國）、木幡、
清水、髙瀬、荒川（義）、山下、浜津、佐藤（智）、
後藤、赤津（善）、藤田、橋本、渡邉（公）、荒川（清）、嵐、
大平、鈴木（雅）、金成、川口、斉藤各会員及び冨
澤会長、鈴村副会長、佐藤政司会長エレクト、岩元
幹事
・本日卓話でお邪魔致しました。
福島しんたつロータリークラブ会長　西川博美 様

・11 月 2 日に卓話でお邪魔致しました。つまらない
話を聞いて戴きありがとうございました。これから
も宜しくお願い申し上げます。
いわき内郷ロータリークラブ会長　小野　実 様

・本日早退ごめんなさい。
佐藤政司会長エレクト、鈴木敏会員

・前回休んでごめんなさい。　　　高橋、蛭田各会員
◇親睦活動委員会－髙萩小委員長

　12 月 21 日に創立 55 周年記念例会
並びにクリスマス家族例会が行われ
ますが、その席上でバザーを開催し
たいと思います。そこで皆さんにバ
ザー品の提供を宜しくお願い致しま
す。12 月 7 日、14 日、21 日と 3例会

がありますので出来るだけ早くお願いしたいと思い

◎会長報告－冨澤藤利会長
　皆さん、今日は。まず、始めに昨日いわき内郷ロー
タリークラブに私と岩元幹事で訪問しまして卓話を
させて戴きました。それから本日は遠く福島しんた
つロータリークラブより西川博美会長がお見えに
なっていらっしゃいます。後程卓話を頂戴致します
ので宜しくお願いします。これは先日の地区大会の
時に西川会長と意見交換し、お互いそれぞれのロー
タリークラブを訪問し卓話をしましょうという経緯
があり実現致しました。それから 12 月 21 日㈬に開
催される当クラブの創立 55 周年記念例会及びクリス
マス家族親睦会について本日の臨時理事会で大筋を
決定したいと思います。内容が決定致しましたら皆
様にお知らせしたいと思います。そして次期役員の
選出についてですが、11 月 9 日にパスト会長会議を
開催し次期副会長並びに次期副幹事を審議して戴き
ました。本日の臨時理事会でさらに意見を集約して、
その結果を後日のクラブ総会でご審議をお願いした
いと考えております。私からは以上です。
◎幹事報告－岩元義春幹事
・2017 年国際年次大会参加募集案内が届いています。
・いわき桜ロータリークラブよりクリスマス例会の案
内が届いています。
・福島民報社さんより広告掲載紙が届いております。
・磐城農業高等学校創立 73 周年記念式典の御礼状が
届いております。
・米山記念奨学会第 15 回米山功労クラブ感謝状が届
いています。
・11 月 27 日にロータリー財団セミナーが郡山のビッ
クアイで開催されます。本間小委員長と私岩元で出
席する予定です。
・先週 11 月 9 日に岡崎南ロータリークラブ様からの
お土産を出席された方にはお配り致しましたが、ま
だ貰っていない方がいましたら事務局の金成さんの

出席状況 正会員数　　　　　   56 名　　　　本日出席会員数　　　　　   45 名
 本日の出席率　　   84.91％　　　 
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　　　　いわき勿来ロータリー・クラブ

人類に奉仕するロータリー

ロータリーソング　奉仕の理想
－今月はロータリー財団月間です－

4つのテスト
　　　　木幡　智清　会員

ますので皆様のご協力宜しくお願い申し上げます。
◎皆さんへお知らせ－鈴木雅之直前会長

　皆さん、今日は。本日、例会に来
て驚いたことがあります。机の上に
ロータリージャパン英語版がありま
すが、冨澤会長より勿来ロータリー
の日バルーンフェスタの写真が表紙
を飾っていますとご案内がありま

した。表と裏に当時のバルーンが掲載され、小さい
ですが当クラブのメンバーが記念写真を撮影した内
容も掲載されております。回覧致しますのでご覧下
さい。また、ロータリーの友英語版の注文書も一緒
に同封されております。注文するかどうか臨時理事
会でご検討下さるようお願い申し上げます。
◎外部卓話　福島しんたつロータリークラブ

会長　西川　博美 様
　冨澤藤利会長、岩元義春幹事また
会員の皆さま今日は。スピーチの機
会を頂きまことにありがとう御座い
ます。貴クラブには渡邉パストガバ
ナーまた地区のクラブ奉仕委員会副

委員長、髙萩さんには大変ご指導を賜っており感謝
申しあげます。思い起せば未曾有の東日本大震災で
の原発事故の風評被害の真っただ中に、2013 ～ 14 年
度はクラブから渡邉公平ガバナーを送り出し会員一
丸となって第 2530 地区の為にご尽力、感謝申し上げ
ます。貴クラブは創立 1961 年 12 月 5 日。ＲＩ認証
は 1962 年 3 月 1 日。当日認証伝達式。創立時　佐藤
武夫ガバナー。スポンサーとなり平ロータリークラ
ブが誕生し創立会員 25 名で船出し今年 55 年目を迎
える伝統のあるクラブです。おめでとうございます。
　私事ですが、ロータリアンとしては 1998 年に県北
第一分区、福島南ロータリークラブへ入会させて頂
きました。福島南ロータリーが 30 周年を迎える前年
度でした。私の入会当時は職業分類が厳しく会員の
中で 1人でも反対があれば入会できず、私の場合は 5
年間拒否されました。2001 年 10 月には福島南をスポ
ンサーとして福島 21 ロータリーを立ち上げ創立会員
として移籍。創立時会員 45 名で立ち上げ、2003 年第
3 代会長を拝命致しました。国際ロータリーが 2004
～ 5 年度 100 年目を迎えて会員数 100 名にチャレン
ジし達成いたしました。
　初年度からＲＩ会長賞を 4年間受賞いたしました。
　渡邉ガバナー年度クラブ奉仕委員会はいわき小名
浜ロータリークラブの比佐委員長、私は副委員長を
拝命、当クラブの髙萩勝利会員は拡大委員長として
活躍をなされ、現在も続いております。
　今年度は福島しんたつロータリークラブの 4代目
の会長を拝命しております。前年度酒井ガバナーの
年度は拡大委員長を拝命、地区目標の第一の目標に
衛星クラブの新設、インターアクトクラブの新設ま
たローターアクトクラブの新設が掲げられました。
衛星クラブとはクラブの中のクラブです。日本で 1
番目は東京せいせき衛星クラブ、2番目は北海道ライ
ラック衛星クラブ、3番目が福島しんたつロータリー
絆・衛星クラブ。現在 2クラブ新設され 5クラブに
増加したそうです。
　2012 ～ 13 年度日本から 3人目のＲＩ田中作治会長
の「クラブ拡大」「会員増強」を達成する為の心構え

1～ 60 項目を会員の皆様に心がけて頂ければ会員減
少は決してあり得ないと思います。
　佐久間年度ＲＩ会長代理として田中作治先生のス
ピーチの中にも多くのヒントが隠されております。
是非参考にして頂ければ幸いです。会員の皆さま、
人生の目的は「人のために尽くすこと」と言われる
が、そのことは、結局自分の心の満足となって戻っ
てくる。ご静聴有難う御座いました。貴クラブの益々
のご発展をお祈り申し上げます。
 1　人生の目的は「人のために尽くすこと」と言わ
れるが、そのことは結局自分の心の満足となって
戻ってくる。

 2　「目には目を」「目にも愛を」に努力。
 3　できない理由を探すより、出来る方法を探すこと。
 4　2 つのことで迷う時は、いやな方を選択する。
 5　まずいと思うことはすぐやめ、よいと思うこと
はすぐ実行するよう努力する。

 6　自分の苦しいときは他の人も同じ、手をぬかず
やりぬくことだ。

 7　外部環境を変えることは困難であるが自分を変
えることは可能だ。

 8　前提条件を変えたら不可能が可能となる。
 9　やってみないで、出来ないは無い。
10　楽なことは他人に譲り、少し難しいことを歓迎
する方が良い。

11　プラスの発想は自他共に勇気付け、未来を明る
くする。

12　生前、松下幸之助氏は「お金がなかったら、お
金を作ろうとした、学歴がなかったから他人の話
を謙虚によく聞いて実行した、身体が弱かったか
ら事業部制をかんがえた」と語っている。

13　不況は企業の体質強化には最高のチャンスだと
思うが良い
14　自分と違う意見の中にこそ、時として大きな収
穫があるように思う。

15　他人の長所を発見し、学ぼう。
16　短所はそれほど気にせず、自分の長所を伸ばそう。
17　我以外、皆師なり。人は鏡。お年寄りの方、青
少年から学ぶことが多い。

18　「奉仕の理想」とは他人への思いやりの心を持ち、
相手の立場になって人々のお役に立つこと。

19　計画達成のために行う Plan  do  check  Action
の廻し方と頻度でとくにAction が重要。

20　その気に成ったとき。
21　常に目的の明確化が必要だ。時として手段が目
的と誤解されている。環境は常に変化している。

22　人の意見は皆正しい。それはＴ . Ｐ . Ｏ . がその
ように言わせていることからだ。しかし自分のも
のにするのは自由である。

23　強くイメージを持ち続け、行動すれば人生はそ
の通りになる。

24　人はこの世に生かされいる。
25　一人では生けてゆけない。
26　多くのお陰である。
27　何事にも感謝。
28　自分が嫌なことは他人も嫌だ。小さなことでも
良い、他人の喜ぶことをする習慣を身につけよう。

　29 ～ 60 まで割愛いたします。


